
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】ＦＴＡカードや他のキャリア上に個別のＤＮＡ

サンプルをロボット操作により提供すること改善する。

【解決手段】好適にはＳＢＳフットプリントを有する９

６個または３８４個のラック（１）の容器キャビティ（

３）とサンプル管（２）は、これらの容器キャビティ（

３）からロボット操作により取り出せるように構成され

ている。本発明に係るサンプル管（２）は、少なくとも

１つのサンプルキャリア（好適には個別のＤＮＡサンプ

ル）の単一部分（６）を収容するための内側ショルダ部

（４）と、これを挟持するためのクランプ本体部（５）

とを有し、サンプルキャリアは、ＦＴＡカード、フィル

タペーパ、セルロース膜および分離ゲルからなる群から

選択される。

【選択図】図９
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 核 酸 を 含 む サ ン プ ル を 保 管 し 、 提 供 す る た め の サ ン プ ル 管 で あ っ て 、
　 少 な く と も Ｄ Ｎ Ａ サ ン プ ル を 含 む サ ン プ ル キ ャ リ ア の 単 一 部 分 を 収 容 す る た め の 内 側 シ
ョ ル ダ 部 と 、 こ れ を 挟 持 す る た め の ク ラ ン プ 本 体 部 と を 有 し 、
　 サ ン プ ル キ ャ リ ア は 、 Ｆ Ｔ Ａ カ ー ド 、 フ ィ ル タ ペ ー パ 、 セ ル ロ ー ス 膜 、 お よ び 分 離 ゲ ル
か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る サ ン プ ル 管 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の サ ン プ ル 管 で あ っ て 、
　 サ ン プ ル キ ャ リ ア の 部 分 は 、 単 一 の 個 別 の Ｄ Ｎ Ａ サ ン プ ル を 含 む こ と を 特 徴 と す る サ ン
プ ル 管 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の サ ン プ ル 管 で あ っ て 、
　 ク ラ ン プ 本 体 部 は 、 サ ン プ ル 管 の 内 部 に 配 設 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る サ ン プ ル 管 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の サ ン プ ル 管 で あ っ て 、
　 ク ラ ン プ 本 体 部 は 、 リ ン グ 状 、 星 状 、 ま た は 箱 状 に 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る サ ン プ
ル 管 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の サ ン プ ル 管 で あ っ て 、
　 サ ン プ ル 管 は 、 原 則 的 に 円 筒 形 状 に 構 成 さ れ 、 そ の 上 部 に お い て 、 収 容 す べ き サ ン プ ル
キ ャ リ ア の 部 分 を 押 し 切 る た め の ブ レ ー ド を 有 す る こ と を 特 徴 と す る サ ン プ ル 管 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の サ ン プ ル 管 で あ っ て 、
　 ク ラ ン プ 部 は 、 原 則 的 に 円 筒 形 状 の サ ン プ ル 管 の ト ッ プ 部 で あ り 、
　 サ ン プ ル 管 は 、 封 止 す る た め に 、 ト ッ プ 部 と 一 体 に 接 合 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た ボ ト ム
部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る サ ン プ ル 管 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の サ ン プ ル 管 で あ っ て 、
　 ト ッ プ 部 が 下 端 部 上 に 収 容 す べ き サ ン プ ル キ ャ リ ア の 部 分 を 押 し 切 る た め の ブ レ ー ド を
有 し 、 そ し て ／ ま た は ボ ト ム 部 が 上 端 部 上 に 収 容 す べ き サ ン プ ル キ ャ リ ア の 部 分 を 押 し 切
る た め の ブ レ ー ド を 有 す る こ と を 特 徴 と す る サ ン プ ル 管 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の サ ン プ ル 管 で あ っ て 、
　 ト ッ プ 部 が 下 端 部 上 に サ ン プ ル 管 の 特 定 の 他 の 部 分 を 挿 入 す る た め の ス リ ー ブ を 有 す る
か 、 あ る い は ボ ト ム 部 が 上 端 部 上 に サ ン プ ル 管 の 特 定 の 他 の 部 分 を 挿 入 す る た め の ス リ ー
ブ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る サ ン プ ル 管 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ ま た は ６ に 記 載 の サ ン プ ル 管 で あ っ て 、
　 サ ン プ ル 管 は 、 下 側 終 端 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る サ ン プ ル 管 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の サ ン プ ル 管 で あ っ て 、
　 サ ン プ ル 管 の 下 側 終 端 部 は 、 出 口 キ ャ ピ ラ リ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る サ ン プ ル 管 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の サ ン プ ル 管 で あ っ て 、
　 出 口 キ ャ ピ ラ リ は 、 中 央 に 配 置 さ れ 、
　 サ ン プ ル 管 の 下 側 終 端 部 は 、 周 辺 滴 バ リ ア を さ ら に 有 す る こ と を 特 徴 と す る サ ン プ ル 管
。
【 請 求 項 １ ２ 】
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　 請 求 項 １ ま た は ６ に 記 載 の サ ン プ ル 管 で あ っ て 、
　 各 サ ン プ ル 管 は フ ィ ル ム ま た は ス ト ッ パ を 用 い て 上 部 が 閉 口 さ れ る こ と を 特 徴 と す る サ
ン プ ル 管 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 核 酸 を 含 む 複 数 の サ ン プ ル を 個 別 に 保 管 ・ 提 供 す る た め の 複 数 の サ ン プ ル 管 を 有 す る シ
ス テ ム で あ っ て 、
　 サ ン プ ル 管 は 、 好 適 に は ９ ６ 個 ま た は ３ ８ ４ 個 の 複 数 の ラ ッ ク の 個 別 の 容 器 キ ャ ビ テ ィ
内 に 配 設 さ れ 、 こ れ ら の ラ ッ ク と 共 に ロ ボ ッ ト 操 作 に よ り 搬 送 可 能 で あ り 、 こ れ ら の 容 器
キ ャ ビ テ ィ か ら ロ ボ ッ ト 操 作 に よ り 取 り 出 せ る よ う に 構 成 さ れ 、
　 各 サ ン プ ル 管 は 、 少 な く と も Ｄ Ｎ Ａ サ ン プ ル を 含 む サ ン プ ル キ ャ リ ア の 単 一 部 分 を 収 容
す る た め の 内 側 シ ョ ル ダ 部 と 、 こ れ を 挟 持 す る た め の ク ラ ン プ 本 体 部 と を 有 し 、
　 サ ン プ ル キ ャ リ ア は 、 Ｆ Ｔ Ａ カ ー ド 、 フ ィ ル タ ペ ー パ 、 セ ル ロ ー ス 膜 、 お よ び 分 離 ゲ ル
か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ 、
　 こ の シ ス テ ム は 、 容 器 キ ャ ビ テ ィ の 少 な く と も 一 部 が 別 の 容 器 キ ャ ビ テ ィ の 下 方 に 位 置
合 わ せ し て 配 置 さ れ る よ う に 、 一 方 を 他 方 の 上 方 に 配 置 さ れ た 少 な く と も ２ つ の ラ ッ ク を
備 え 、
　 マ ニ ュ ピ レ ー タ は 、 サ ン プ ル 管 を 上 方 ラ ッ ク か ら 対 応 し て 配 置 さ れ た 下 方 ラ ッ ク の 容 器
キ ャ ビ テ ィ へ 押 し 込 む よ う に 構 成 さ れ 、 そ し て ／ ま た は マ ニ ュ ピ レ ー タ は 、 サ ン プ ル 管 を
下 方 ラ ッ ク か ら 対 応 し て 配 置 さ れ た 上 方 ラ ッ ク の 容 器 キ ャ ビ テ ィ へ 押 し 込 む よ う に 構 成 さ
れ た こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ ３ に 記 載 の シ ス テ ム で あ っ て 、
　 サ ン プ ル キ ャ リ ア の 部 分 は 、 単 一 の 個 別 の Ｄ Ｎ Ａ サ ン プ ル を 含 む こ と を 特 徴 と す る シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ３ に 記 載 の シ ス テ ム で あ っ て 、
　 請 求 項 ２ に 記 載 の サ ン プ ル 管 を 有 し 、
　 ラ ッ ク は Ｓ Ｂ Ｓ フ ッ ト プ リ ン ト を 有 す る こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ ３ に 記 載 の シ ス テ ム で あ っ て 、
　 各 サ ン プ ル 管 は 、 そ の 外 側 周 辺 部 に お い て 、 ラ ッ ク の 容 器 キ ャ ビ テ ィ を 互 い に 区 分 け す
る 間 仕 切 り 壁 の 突 起 部 上 に サ ン プ ル 管 を 、 ス ナ ッ プ 嵌 合 す る こ と に よ り 位 置 決 め す る た め
の ２ つ の 平 行 リ ブ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 １ ３ に 記 載 の シ ス テ ム で あ っ て 、
　 マ ニ ュ ピ レ ー タ は 、 ２ つ ま た は そ れ 以 上 の サ ン プ ル 管 を 同 時 に 押 し 込 む よ う に 構 成 さ れ
た こ と を 特 徴 と す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ ３ に 記 載 の シ ス テ ム で あ っ て 、
　 ラ ッ ク は 、 好 適 に は 無 線 Ｉ Ｄ タ グ ま た は バ ー コ ー ド の 識 別 表 示 を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 Ｓ Ｂ Ｓ フ ッ ト プ リ ン ト を 有 す る 複 数 の ラ ッ ク の 個 別 の 容 器 キ ャ ビ テ ィ 内 に 配 設 さ れ 、 こ
れ ら の ラ ッ ク と 共 に ロ ボ ッ ト 操 作 に よ り 搬 送 可 能 な サ ン プ ル 管 の 使 用 で あ っ て 、
　 ラ ッ ク の 容 器 キ ャ ビ テ ィ お よ び サ ン プ ル 管 は 、 １ つ ま た は そ れ 以 上 の サ ン プ ル 管 を こ れ
ら の 容 器 キ ャ ビ テ ィ か ら ロ ボ ッ ト 操 作 に よ り 取 り 出 せ る よ う に 構 成 さ れ 、 サ ン プ ル キ ャ リ
ア が 核 酸 を 含 む サ ン プ ル を 保 管 し 、 提 供 す る た め の も の で あ り 、
　 少 な く と も １ つ の Ｄ Ｎ Ａ サ ン プ ル を 含 む サ ン プ ル キ ャ リ ア の 部 分 が サ ン プ ル 管 内 に 保 管
さ れ 、 サ ン プ ル 管 が ラ ッ ク の 容 器 キ ャ ビ テ ィ 内 に 配 置 さ れ た 場 合 、 そ の 後 、 好 適 に は １ ～
３ ８ ４ 個 の 所 定 数 の 可 変 的 な 数 の 核 酸 を 含 む サ ン プ ル を 有 す る サ ン プ ル 管 が 配 設 さ れ 、
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　 サ ン プ ル キ ャ リ ア は 、 Ｆ Ｔ Ａ カ ー ド 、 フ ィ ル タ ペ ー パ 、 セ ル ロ ー ス 膜 、 お よ び 分 離 ゲ ル
か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ 、
　 容 器 キ ャ ビ テ ィ の 少 な く と も 一 部 が 別 の 容 器 キ ャ ビ テ ィ の 下 方 に 位 置 合 わ せ し て 配 置 さ
れ る よ う に 、 少 な く と も ２ つ の ラ ッ ク の 一 方 を 他 方 の 上 方 に 配 置 さ れ 、
　 少 な く と も １ つ の マ ニ ュ ピ レ ー タ を 用 い て 、 サ ン プ ル 管 が 上 方 ラ ッ ク か ら 対 応 し て 配 置
さ れ た 下 方 ラ ッ ク の 容 器 キ ャ ビ テ ィ へ 押 し 込 ま れ 、 そ し て ／ ま た は サ ン プ ル 管 が 下 方 ラ ッ
ク か ら 対 応 し て 配 置 さ れ た 上 方 ラ ッ ク の 容 器 キ ャ ビ テ ィ へ 押 し 込 ま れ る こ と を 特 徴 と す る
サ ン プ ル 管 の 使 用 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 請 求 項 １ ９ に 記 載 の サ ン プ ル 管 の 使 用 で あ っ て 、
　 核 酸 を 含 む サ ン プ ル を 有 す る サ ン プ ル 管 は 、 所 定 の 可 変 的 な 構 成 で 提 供 さ れ る こ と を 特
徴 と す る サ ン プ ル 管 の 使 用 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 請 求 項 １ ９ に 記 載 の サ ン プ ル 管 の 使 用 で あ っ て 、
　 少 な く と も １ つ の サ ン プ ル を 含 む 部 分 は 、 ブ レ ー ド を 用 い て サ ン プ ル キ ャ リ ア か ら 押 し
切 ら れ 、
　 こ の ブ レ ー ド は 、 サ ン プ ル 管 の 上 部 に 配 置 さ れ た こ と を 特 徴 と す る サ ン プ ル 管 の 使 用 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 請 求 項 １ ９ に 記 載 の サ ン プ ル 管 の 使 用 で あ っ て 、
　 少 な く と も １ つ の サ ン プ ル を 含 む 部 分 は 、 ブ レ ー ド を 用 い て サ ン プ ル キ ャ リ ア か ら 押 し
切 ら れ 、
　 こ の ブ レ ー ド は 、 サ ン プ ル 管 の ト ッ プ 部 の 下 端 部 お よ び ／ ま た は サ ン プ ル 管 の ボ ト ム 部
の 上 端 部 に 配 置 さ れ た こ と を 特 徴 と す る サ ン プ ル 管 の 使 用 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 請 求 項 １ ９ に 記 載 の サ ン プ ル 管 の 使 用 で あ っ て 、
　 少 な く と も １ つ の サ ン プ ル を 含 む 部 分 は 、 ブ レ ー ド を 用 い て サ ン プ ル キ ャ リ ア か ら 押 し
切 ら れ 、
　 こ の ブ レ ー ド は 、 核 酸 を 含 む 複 数 の サ ン プ ル を 保 管 ・ 提 供 す る シ ス テ ム の マ ニ ュ ピ レ ー
タ 上 に 配 置 さ れ た こ と を 特 徴 と す る サ ン プ ル 管 の 使 用 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 請 求 項 １ ９ に 記 載 の サ ン プ ル 管 の 使 用 で あ っ て 、
　 各 サ ン プ ル 管 は 、 フ ィ ル ム ま た は ス ト ッ パ を 用 い て 上 端 部 を 閉 口 す る こ と を 特 徴 と す る
サ ン プ ル 管 の 使 用 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
(関 連 す る 特 許 出 願 )
　 本 件 特 許 出 願 は 、 共 に ２ ０ ０ ６ 年 １ １ 月 ２ ３ 日 付 け で 出 願 さ れ た ス イ ス 特 許 出 願 番 号 第
Ｃ Ｈ ０ １ ８ ７ ３ ／ ０ ５ 号 、 お よ び 米 国 仮 出 願 第 ６ ０ ／ ７ ３ ９ ， １ １ ３ 号 の 優 先 権 を 主 張 す
る 。 こ れ ら の 優 先 権 主 張 出 願 の す べ て の 開 示 内 容 が す べ て の 目 的 に お い て 明 示 的 に 参 照 し
て こ こ に 統 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
(関 連 す る 技 術 分 野 )
　 本 発 明 は 、 独 立 請 求 項 １ の プ リ ア ン ブ ル に 係 る 、 核 酸 を 含 む サ ン プ ル を 保 管 し 、 提 供 す
る た め の サ ン プ ル 管 に 関 す る 。 本 発 明 は 、 独 立 請 求 項 １ ３ の プ リ ア ン ブ ル に 係 る 、 ラ ッ ク
の 個 々 の 容 器 キ ャ ビ テ ィ 内 に 配 設 さ れ 、 ロ ボ ッ ト 操 作 に よ り こ れ ら の ラ ッ ク と 共 に 搬 送 可
能 な 複 数 の サ ン プ ル 管 を 有 す る シ ス テ ム に 関 す る 。 こ の た め 、 ラ ッ ク は Ｓ Ｂ Ｓ フ ッ ト プ リ
ン ト を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 核 酸 を 含 む 複 数 の サ ン プ ル を 保 管 し 、 提 供 す る た め に 、 こ
れ ら の サ ン プ ル 管 が 活 用 さ れ る 。 ま た 、 こ れ ら の 容 器 キ ャ ビ テ ィ か ら サ ン プ ル 管 を ロ ボ ッ
ト 操 作 に よ り 取 り 出 す た め に 、 好 適 に は ラ ッ ク の ９ ６ 個 ま た は ３ ８ ４ 個 の 容 器 キ ャ ビ テ ィ
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お よ び サ ン プ ル 管 が 導 入 さ れ る 。 さ ら に 本 発 明 は 、 Ｓ Ｂ Ｓ フ ッ ト プ リ ン ト を 有 す る ラ ッ ク
の 個 々 の 容 器 キ ャ ビ テ ィ 内 に 配 設 さ れ た サ ン プ ル 管 を 使 用 す る 方 法 に 関 す る 。 １ つ ま た は
そ れ 以 上 の サ ン プ ル 管 を こ れ ら の 容 器 キ ャ ビ テ ィ か ら ロ ボ ッ ト 操 作 に よ り 取 り 出 す た め に
、 こ れ ら の ラ ッ ク お よ び サ ン プ ル 管 が 追 加 的 に 導 入 さ れ る 。 加 え て 本 発 明 は 、 核 酸 を 含 む
サ ン プ ル を 保 管 し 、 提 供 す る た め の サ ン プ ル キ ャ リ ア を 使 用 す る 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 血 液 サ ン プ ル 中 の デ オ キ シ リ ボ 核 酸 （ Ｄ Ｎ Ａ ） を 、 以 下 簡 略 的 に 「 血 液 Ｄ Ｎ Ａ 」 と い う
が 、 こ れ を 用 い て 、 遺 伝 的 原 因 に よ る 疾 病 を 診 断 し 、 マ ラ リ ア な ど の 血 液 中 の 寄 生 性 疾 患
を 診 断 ・ モ ニ タ し 、 新 生 物 の 事 象 に お い て 生 じ 得 る 血 液 中 の 他 の 異 常 な 細 胞 集 団 を モ ニ タ
す る 。 本 発 明 に 関 し 、 こ こ で 用 い ら れ る 「 血 液 Ｄ Ｎ Ａ 」 な る 文 言 は 、 血 液 中 に 日 常 的 に 存
在 す る す べ て の Ｄ Ｎ Ａ の ソ ー ス （ Ｄ Ｎ Ａ の 提 供 元 ） を 意 味 す る 。 し た が っ て 、 こ の 文 言 は
、 血 液 が 採 取 さ れ た 患 者 自 身 の Ｄ Ｎ Ａ を 含 む が 、 同 様 に 、 こ の 患 者 の 血 液 中 で 循 環 す る 任
意 の 生 命 体 の す べ て の Ｄ Ｎ Ａ を 含 み 得 る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 の 「 血 液 Ｄ Ｎ Ａ 」 と い う 文 言 に 加 え て 、 「 Ｄ Ｎ Ａ サ ン プ ル 」 な る 用 語 は 、 デ オ キ シ
リ ボ 核 酸 （ Ｄ Ｎ Ａ ） お よ び ／ ま た は リ ボ 核 酸 （ Ｒ Ｎ Ａ ） に よ ら ず 、 核 酸 を 有 す る す べ て の
サ ン プ ル を 含 み 得 る 。 ウ ィ ル ス だ け で な く 、 人 間 、 動 物 、 植 物 、 微 生 物 な ど の す べ て の 生
命 体 を こ れ ら の 核 酸 の ソ ー ス と し て 用 い る こ と が で き 、 こ れ ら の 遺 伝 子 は 人 工 的 に 合 成 す
る こ と も で き る 。 ま た 、 こ れ ら の 核 酸 は 、 生 化 学 ラ イ ブ ラ リ か ら 入 手 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
（ 関 連 す る 先 行 技 術 ）
　 従 来 技 術 に お い て 、 固 形 培 地 （ sold medium） を 用 い て 、 血 液 Ｄ Ｎ Ａ ま た は 一 般 に は 核
酸 サ ン プ ル を 保 管 し 、 搬 送 す る こ と が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 米 国 特 許 第 ５ ， ４ ９ ６ ， ５
６ ２ 号 を 参 照 さ れ た い ） 。 こ の 乾 燥 し た 培 地 は 、 基 本 的 に 、 弱 塩 基 、 金 属 イ オ ン を 結 合 す
る た め の キ レ ー ト 剤 、 陰 イ オ ン 界 面 活 性 剤 ま た は 陰 イ オ ン 洗 浄 剤 、 お よ び お そ ら く は 尿 酸
ま た は 尿 酸 塩 ま た は 尿 素 塩 と か ら な る 組 成 物 と 、 セ ル ロ ー ス に 基 づ く 固 形 基 質 か ら な る 。
こ の 培 地 は 、 Ｆ Ｔ Ａ カ ー ド と い う 名 で 知 ら れ 、 例 え ば Ｗ Ｈ Ａ Ｔ Ｍ Ａ Ｎ （ 登 録 商 標 ） ま た は
Ｆ Ｔ Ａ （ 登 録 商 標 ） テ ク ノ ロ ジ と い う 商 標 名 で 、 （ 英 国 ） Kent ME16 OLSに あ る ワ ッ ト マ
ン 株 式 会 社 か ら 市 販 さ れ て い る 。 Ｆ Ｔ Ａ カ ー ド に 含 ま れ る 化 学 薬 品 は 、 血 液 細 胞 を 溶 解 さ
せ 、 Ｄ Ｎ Ａ を 保 存 す る 。 こ れ ら の 化 学 薬 品 は 、 生 化 学 的 液 体 が Ｆ Ｔ Ａ カ ー ド に 接 触 し た と
き に 活 性 化 さ れ る 。 こ の 化 学 的 処 理 に よ る 追 加 的 な 機 能 は 、 バ ク テ リ ア お よ び ウ ィ ル ス を
不 活 化 す る こ と に あ る 。 こ う し て サ ン プ ル は 、 汚 染 お よ び 微 生 物 の 繁 殖 を 防 ぐ こ と が で き
る 。 た だ し ユ ー ザ は 、 追 加 的 に 可 能 性 の あ る 生 化 学 的 事 故 （ バ イ オ ハ ザ ー ド ） か ら 保 護 さ
れ る 。 通 常 、 お よ そ １ ． ２ ｍ ｍ の 直 径 を 有 す る キ ャ リ ア 培 地 の 円 盤 状 部 分 が 、 血 液 サ ン プ
ル を 有 し 、 試 験 管 内 に 搬 送 さ れ る こ れ ら の Ｆ Ｔ Ａ カ ー ド か ら 手 作 業 に て 押 し 切 ら れ る 。 そ
の 後 、 こ の デ ィ ス ク は 、 特 定 の 洗 浄 剤 を 試 験 管 内 に 調 剤 し 、 試 験 管 を 振 動 さ せ 、 そ し て 洗
浄 剤 を 排 出 す る こ と に よ り 段 階 的 に 洗 浄 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 Ｆ Ｔ Ａ カ ー ド 、 フ ィ ル タ ペ ー パ 、 セ ル ロ ー ス 膜 、 お よ び 分 離 ゲ ル を 、 核 酸 を 含 む サ ン プ
ル の た め の キ ャ リ ア 培 地 （ あ る い は 単 に 「 キ ャ リ ア 」 ま た は 「 サ ン プ ル キ ャ リ ア 」 と い う
。 ） と し て 用 い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 た だ し 、 血 液 Ｄ Ｎ Ａ は 犯 罪 の 被 疑 者 か ら 採 取 さ れ る こ と も あ る 。 犯 罪 科 学 を 専 門 と す る
南 ア フ リ カ 警 察 庁 （ Ｓ Ａ Ｐ Ｓ ） は 、 遺 伝 子 同 定 の た め の 完 全 に 自 動 化 さ れ た 研 究 所 を 確 立
す る こ と に 従 事 し て い る 。 そ の た め Ｓ Ａ Ｐ Ｓ は 、 犯 罪 科 学 Ｄ Ｎ Ａ デ ー タ ベ ー ス を 運 営 し て
い る 。 Ｓ Ａ Ｐ Ｓ か ら マ ー シ ャ ル カ セ ッ ト （ Marshall cassette） が 知 ら れ て お り 、 こ れ は
バ ー コ ー ド を 含 む プ ラ ス テ ィ ッ ク 製 フ レ ー ム と 、 こ の フ レ ー ム 内 に 挿 入 さ れ た Ｆ Ｔ Ａ カ ー
ド を 有 す る ３ つ の ウ ェ ル に よ り 構 成 さ れ て い る 。 血 液 採 取 中 、 ３ つ の Ｆ Ｔ Ａ カ ー ド の そ れ
ぞ れ に 血 液 の 滴 が 塗 布 さ れ 、 数 分 以 内 に 乾 燥 す る 。 こ う し て 塗 布 さ れ た カ セ ッ ト は 、 そ の
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後 研 究 所 に 搬 送 さ れ る 。 上 述 の 標 準 的 な 処 理 と は 対 照 的 に 、 こ の カ セ ッ ト は 、 ま ず ロ ボ ッ
ト 操 作 に よ る 液 体 ハ ン ド ラ の 中 で 真 空 濾 過 を 用 い て 洗 浄 さ れ 、 イ ン キ ュ ベ ー タ 内 で 乾 燥 さ
せ る 。 そ の 後 に な っ て 初 め て Ｆ Ｔ Ａ カ ー ド か ら 円 盤 状 サ ン プ ル が 押 し 切 ら れ 、 バ ー コ ー ド
を 備 え た ９ ６ 個 の ウ ェ ル を 有 す る Ｐ Ｃ Ｒ （ polymerase chain reaction:ポ リ メ ラ ー ゼ 連 鎖
反 応 ） プ レ ー ト へ 搬 送 さ れ る 。 ロ ボ ッ ト 操 作 に よ る 第 ２ の 液 体 ハ ン ド ラ は 、 Ｐ Ｃ Ｒ マ イ ク
ロ プ レ ー ト の ９ ６ 個 の ウ ェ ル の 中 に 通 常 用 い ら れ る Ｐ Ｃ Ｒ 反 応 混 合 物 を 調 剤 し 、 そ の 後 ウ
ェ ル は 耐 熱 性 フ ィ ル ム を 用 い て カ バ ー さ れ る 。 サ ン プ ル 内 に 含 ま れ る Ｄ Ｎ Ａ を 培 養 す る た
め の ポ リ メ ラ ー ゼ 連 鎖 反 応 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 サ ン プ ル 管 を 保 管 し 、 搬 送 す る た め の 数 多 く の ラ ッ ク が 従 来 技 術 （ 例 え ば 、 ABgene, Ep
som, KT19 9AP 英 国 ） に 知 ら れ て い る 。 ロ ボ ッ ト 工 学 の 研 究 に お い て 、 「 マ イ ク ロ チ ュ ー
ブ ・ ク ラ ス タ ・ ラ ッ ク 」 は 、 Ｓ Ｂ Ｓ （ Society for Biomolecular Screening:生 分 子 ス ク
リ ー ニ ン グ 学 会 ） 規 格 に 基 づ く マ イ ク ロ プ レ ー ト の 「 フ ッ ト プ リ ン ト 」 に 相 当 す る フ ッ ト
プ リ ン ト を 有 す る の で 、 し ば し ば 「 Ｓ Ｂ Ｓ フ ッ ト プ リ ン ト 」 と 呼 ば れ る が 、 こ れ が と り わ
け 好 適 で あ る 。 な お こ の 規 格 は 、 Ａ Ｎ Ｓ Ｉ （ American National Standards Institute:米
国 規 格 協 会 ） に よ り ANSI/SBS 1-2004と し て 標 準 化 さ れ て い る 。 ９ ６ 個 の マ イ ク ロ チ ュ ー
ブ を 有 す る ラ ッ ク が 知 ら れ て い る 。 現 在 の 用 途 は 、 REMP Tube Technology（ 登 録 商 標 ） と
い う 商 標 名 で ９ ６ 個 ま た は ３ ８ ４ 個 マ イ ク ロ チ ュ ー ブ を 有 す る マ イ ク ロ チ ュ ー ブ ・ ク ラ ス
タ ・ ラ ッ ク を 頒 布 し て い る 。 こ れ ら は 、 原 則 的 に 、 少 な く と も ２ つ の ラ ッ ク の 一 方 を 他 方
の 上 方 に 配 置 し 、 マ ニ ュ ピ レ ー タ を 用 い て 上 方 ラ ッ ク か ら 対 応 し て 配 置 さ れ た 下 方 ラ ッ ク
の 容 器 キ ャ ビ テ ィ へ サ ン プ ル 管 を 押 し 込 む こ と に よ り サ ン プ ル 管 が 提 供 さ れ る 他 の 先 行 技
術 の ラ ッ ク お よ び マ イ ク ロ チ ュ ー ブ と は 異 な る 。 逆 も 同 様 に 、 マ ニ ュ ピ レ ー タ を 用 い て 、
サ ン プ ル 管 を 下 方 ラ ッ ク か ら 対 応 す る 位 置 に 配 置 さ れ た 上 方 ラ ッ ク の 容 器 キ ャ ビ テ ィ へ 押
し 込 む こ と に よ り 、 こ う し た 搬 送 処 理 が 行 わ れ る （ 例 え ば 、 欧 州 特 許 第 ０ ９ ０ ４ ８ ４ １ Ｂ
１ ま た は 米 国 特 許 第 ６ ， ８ ２ ７ ， ９ ０ ７ Ｂ ２ 号 を 参 照 さ れ た い 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 株 式 会 社 GenVault（ Carlsbad, California 92008, USA） は 、 別 の ア プ ロ ー チ を 選 択 し
、 共 有 さ れ た Ｆ Ｔ Ａ カ ー ド に よ り 互 い に す べ て 接 続 さ れ た 、 例 え ば ３ ８ ４ 個 の ウ ェ ル を 有
す る マ イ ク ロ プ レ ー ト を 提 案 し て い る 。 同 一 サ ン プ ル の ３ ８ ４ 個 の ア リ ク ォ ー ト を 用 い る
と 、 約 ４ ｍ ｌ の 血 液 サ ン プ ル を 用 い る こ と に な る 。 こ れ と は 択 一 的 に 、 約 ３ ． ４ ｍ ｍ の 直
径 を 有 す る Ｆ Ｔ Ａ カ ー ド の 円 盤 が 、 マ イ ク ロ プ レ ー ト の ３ ８ ４ 個 の ウ ェ ル の そ れ ぞ れ に 配
置 さ れ 、 ３ ８ ４ 個 の 異 な る サ ン プ ル が １ つ の マ イ ク ロ プ レ ー ト 上 に 収 容 さ れ る こ と に な る
。 ま た 、 ４ ０ 個 の ア リ ク ォ ー ト を そ れ ぞ れ 有 す る ６ つ 領 域 に 分 割 さ れ た マ イ ク ロ プ レ ー ト
が 折 衷 案 と し て 提 供 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ５ ， ４ ９ ６ ， ５ ６ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 欧 州 特 許 第 ０ ９ ０ ４ ８ ４ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 米 国 特 許 第 ６ ， ８ ２ ７ ， ９ ０ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 先 行 技 術 と し て 現 在 ま で 知 ら れ て き た Ｆ Ｔ Ａ カ ー ド を 用 い る す べ て の 方 法 は 、 個 別 の Ｄ
Ｎ Ａ サ ン プ ル を ロ ボ ッ ト 操 作 に よ り 提 供 す る こ と に お い て 適 し て い な い 。 本 発 明 は 、 Ｆ Ｔ
Ａ カ ー ド や 他 の キ ャ リ ア 上 に 個 別 の Ｄ Ｎ Ａ サ ン プ ル を ロ ボ ッ ト 操 作 に よ り 提 供 す る こ と 改
善 す る 目 的 に 基 づ い て な さ れ た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 目 的 は 、 核 酸 を 含 む サ ン プ ル を 保 管 ・ 提 供 す る た め の サ ン プ ル 管 が 提 案 さ れ る 第 １
の 態 様 に よ り 実 現 さ れ る 。 第 １ の 態 様 に よ る サ ン プ ル 管 は 、 少 な く と も Ｄ Ｎ Ａ サ ン プ ル を
含 む サ ン プ ル キ ャ リ ア の 単 一 部 分 を 収 容 す る た め の 内 側 シ ョ ル ダ 部 と 、 こ れ を 挟 持 す る た
め の ク ラ ン プ 本 体 部 と を 有 し 、 サ ン プ ル キ ャ リ ア は 、 Ｆ Ｔ Ａ カ ー ド 、 フ ィ ル タ ペ ー パ 、 セ
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ル ロ ー ス 膜 、 お よ び 分 離 ゲ ル か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 目 的 は 、 核 酸 を 含 む 複 数 の サ ン プ ル を 個 別 に 保 管 ・ 提 供 す る た め に 、 複 数 の ラ ッ ク
の 個 別 の 容 器 キ ャ ビ テ ィ 内 に 配 設 さ れ 、 こ れ ら の ラ ッ ク と 共 に ロ ボ ッ ト 操 作 に よ り 搬 送 可
能 な 複 数 の サ ン プ ル 管 を 有 す る シ ス テ ム が 提 案 さ れ る 第 ２ の 態 様 に よ り 実 現 さ れ る 。 第 ２
の 態 様 に よ る シ ス テ ム は 、 好 適 に は Ｓ Ｂ Ｓ フ ッ ト プ リ ン ト を 有 す る ９ ６ 個 ま た は ３ ８ ４ 個
の ラ ッ ク の 個 別 の 容 器 キ ャ ビ テ ィ お よ び サ ン プ ル 管 は 、 １ つ ま た そ れ 以 上 の サ ン プ ル 管 を
こ れ ら の 容 器 キ ャ ビ テ ィ か ら ロ ボ ッ ト 操 作 に よ り 取 り 出 す よ う に 構 成 さ れ て い る 。 各 サ ン
プ ル 管 は 、 少 な く と も Ｄ Ｎ Ａ サ ン プ ル を 含 む サ ン プ ル キ ャ リ ア （ 好 適 に は 、 個 別 の Ｄ Ｎ Ａ
サ ン プ ル ） の 単 一 部 分 を 収 容 す る た め の 内 側 シ ョ ル ダ 部 と 、 こ れ を 挟 持 す る た め の ク ラ ン
プ 本 体 部 と を 有 す る 。 サ ン プ ル キ ャ リ ア は 、 Ｆ Ｔ Ａ カ ー ド 、 フ ィ ル タ ペ ー パ 、 セ ル ロ ー ス
膜 、 お よ び 分 離 ゲ ル か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 。 本 発 明 に 係 る シ ス テ ム は 、 容 器 キ ャ ビ テ
ィ の 少 な く と も 一 部 が 別 の 容 器 キ ャ ビ テ ィ の 下 方 に 位 置 合 わ せ し て 配 置 さ れ る よ う に 、 一
方 を 他 方 の 上 方 に 配 置 さ れ た 少 な く と も ２ つ の ラ ッ ク を 備 え 、 マ ニ ュ ピ レ ー タ は 、 サ ン プ
ル 管 を 上 方 ラ ッ ク か ら 対 応 し て 配 置 さ れ た 下 方 ラ ッ ク の 容 器 キ ャ ビ テ ィ へ 押 し 込 む よ う に
構 成 さ れ 、 そ し て ／ ま た は マ ニ ュ ピ レ ー タ は 、 サ ン プ ル 管 を 下 方 ラ ッ ク か ら 対 応 し て 配 置
さ れ た 上 方 ラ ッ ク の 容 器 キ ャ ビ テ ィ へ 押 し 込 む よ う に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 目 的 は 、 Ｓ Ｂ Ｓ フ ッ ト プ リ ン ト を 有 す る 複 数 の ラ ッ ク の 個 別 の 容 器 キ ャ ビ テ ィ 内 に
配 設 さ れ 、 こ れ ら の ラ ッ ク と 共 に ロ ボ ッ ト 操 作 に よ り 搬 送 可 能 で あ り 、 核 酸 を 含 む サ ン プ
ル を 保 管 ・ 提 供 す る た め の サ ン プ ル 管 の 使 用 が 提 案 さ れ る 第 ３ の 態 様 に よ り 実 現 さ れ る 。
ラ ッ ク の 容 器 キ ャ ビ テ ィ お よ び サ ン プ ル 管 は 、 １ つ ま た は そ れ 以 上 の サ ン プ ル 管 を こ れ ら
の 容 器 キ ャ ビ テ ィ か ら ロ ボ ッ ト 操 作 に よ り 取 り 出 せ る よ う に 構 成 さ れ 、 少 な く と も １ つ の
Ｄ Ｎ Ａ サ ン プ ル を 含 む サ ン プ ル キ ャ リ ア の 部 分 が サ ン プ ル 管 内 に 保 管 さ れ 、 サ ン プ ル 管 が
ラ ッ ク の 容 器 キ ャ ビ テ ィ 内 に 配 置 さ れ 、 そ の 後 、 核 酸 を 含 む サ ン プ ル を 有 す る サ ン プ ル 管
が 好 適 に は １ ～ ３ ８ ４ 個 の 所 定 数 の 可 変 的 な 数 だ け 備 え 、 サ ン プ ル キ ャ リ ア は 、 Ｆ Ｔ Ａ カ
ー ド 、 フ ィ ル タ ペ ー パ 、 セ ル ロ ー ス 膜 、 お よ び 分 離 ゲ ル か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 。 こ れ
ら の サ ン プ ル 管 が 下 側 終 端 部 を 有 す る 場 合 、 個 別 の サ ン プ ル に 好 適 に も 含 ま れ る 特 定 の 部
分 は 、 サ ン プ ル 管 内 に 固 定 ・ 挟 持 さ れ る か 、 単 に 管 内 に 配 置 さ れ る 。 本 発 明 に 係 る 使 用 は
、 容 器 キ ャ ビ テ ィ の 少 な く と も 一 部 が 別 の 容 器 キ ャ ビ テ ィ の 下 方 に 位 置 合 わ せ し て 配 置 さ
れ る よ う に 、 少 な く と も ２ つ の ラ ッ ク の 一 方 を 他 方 の 上 方 に 配 置 さ れ 、 少 な く と も １ つ の
マ ニ ュ ピ レ ー タ を 用 い て 、 サ ン プ ル 管 が 上 方 ラ ッ ク か ら 対 応 し て 配 置 さ れ た 下 方 ラ ッ ク の
容 器 キ ャ ビ テ ィ へ 押 し 込 ま れ 、 そ し て ／ ま た は サ ン プ ル 管 が 下 方 ラ ッ ク か ら 対 応 し て 配 置
さ れ た 上 方 ラ ッ ク の 容 器 キ ャ ビ テ ィ へ 押 し 込 ま れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る さ ら な る 好 適 な 特 徴 は 、 従 属 ク レ ー ム か ら 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る サ ン プ ル 管 の 使 用 お よ び ／ ま た は こ う し た 管 を 用 い た シ ス テ ム に よ り 得 ら
れ る 利 点 は 、 以 下 の 通 り で あ る 。
１ ） 複 数 の ラ ッ ク に あ る 個 別 の サ ン プ ル 管 内 に 保 管 さ れ た 、 あ る い は 管 内 に 未 使 用 の 状 態
で 挿 入 さ れ て い た 個 別 の 単 一 サ ン プ ル に 対 し て 選 択 的 に ア ク セ ス で き る 。
２ ） こ れ ら の 単 一 サ ン プ ル の 複 数 の 組 を 任 意 に ア セ ン ブ リ で き る 。
３ ） こ う し た 複 数 の 組 を 任 意 に 組 み 合 わ せ ら れ る 。
４ ） こ れ ら の 組 の 中 で 特 定 の サ ン プ ル を 任 意 に グ ル ー プ 分 け で き る 。
５ ） サ ン プ ル 管 を 他 の ラ ッ ク へ 搬 送 す る こ と に よ り 、 こ れ ら の 組 を 任 意 に 再 グ ル ー プ 分 け
で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る サ ン プ ル 管 、 本 発 明 に 係 る シ ス テ ム 、 お よ び 本 発 明 に 係 る 使 用 に つ い て 、
本 発 明 の 範 囲 を 限 定 し な い 例 示 的 な 実 施 形 態 の 概 略 図 面 に 基 づ い て 、 以 下 詳 細 に 説 明 す る
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。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 第 １ の 実 施 形 態 に よ る サ ン プ ル 管 の 長 手 方 向 断 面 図 で あ る 。 こ の
サ ン プ ル 管 ２ は 、 核 酸 を 含 む サ ン プ ル を 保 管 し 、 提 供 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の た
め サ ン プ ル 管 は 、 保 持 す る た め の 内 側 シ ョ ル ダ 部 ４ と 、 好 適 に は 個 別 の Ｄ Ｎ Ａ サ ン プ ル を
含 む サ ン プ ル キ ャ リ ア の 単 一 部 分 を 挟 持 す る た め の ク ラ ン プ 本 体 部 ５ と を 有 す る 。 こ の サ
ン プ ル キ ャ リ ア は 、 Ｆ Ｔ Ａ カ ー ド 、 フ ィ ル タ ペ ー パ 、 セ ル ロ ー ス 膜 、 ま た は 分 離 ゲ ル で あ
っ て も よ い 。 サ ン プ ル キ ャ リ ア の 押 し 切 ら れ た （ stamped-out） 円 盤 状 部 分 ６ は 、 好 適 に
は 、 内 側 シ ョ ル ダ 部 ４ と ク ラ ン プ 本 体 部 ５ の そ れ ぞ れ の 端 部 の 間 で 挟 持 さ れ る 。 円 盤 状 部
分 ６ が 内 側 シ ョ ル ダ 部 ４ と ク ラ ン プ 本 体 部 ５ の 端 部 全 体 で 挟 持 さ れ る か 否 か は 重 要 で な い
。 ま た 、 こ の 部 分 ６ は 、 円 形 の 円 盤 状 と は 異 な る 形 状 を 有 し て い て も よ く 、 三 角 形 、 四 角
形 、 多 角 形 の 形 状 を 有 す る こ と も 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 こ の 部 分 は 、 切 断 さ れ る こ と に よ
り 、 残 り の キ ャ リ ア 培 地 か ら 分 離 さ れ て も よ い 。 た だ し 、 こ の 部 分 の 端 部 の 少 な く と も 一
部 が （ こ れ が 単 に フ ィ ル タ ペ ー パ の 数 本 の 繊 維 で あ る か 否 か に よ ら ず ） シ ョ ル ダ 部 ４ と ク
ラ ン プ 本 体 部 ５ の 間 で 挟 持 さ れ 、 例 え ば 洗 浄 処 理 中 に 管 の 外 に 洗 い 出 さ れ る か 、 な く な る
こ と が な い よ う に す る こ と が 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ク ラ ン プ 本 体 部 ５ は 、 サ ン プ ル 管 ２ 内 に 配 置 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る 。 こ こ で は リ ン グ
状 に 構 成 さ れ て い る 。 こ う し た 構 成 以 外 に も 、 ク ラ ン プ 本 体 部 ５ を 星 状 ま た は 箱 状 に 構 成
し て も よ い 。 あ る い は 、 こ れ ら の 形 状 の 組 み 合 わ せ ま た は 格 子 構 造 に 配 設 し て も よ い 。 こ
の ク ラ ン プ 本 体 部 ５ を 管 ２ の 内 部 で 摩 擦 に よ り 固 定 し て 、 確 実 に サ ン プ ル キ ャ リ ア の ク ラ
ン プ 部 分 を 保 持 し 、 ク ラ ン プ 本 体 部 と シ ョ ル ダ 部 ４ の 間 に 挟 持 す る こ と が 重 要 で あ る 。 サ
ン プ ル キ ャ リ ア の 追 加 的 部 分 が ク ラ ン プ 本 体 部 と 管 の 原 則 的 に 垂 直 な 内 壁 と の 間 で 挟 持 さ
れ る 場 合 、 サ ン プ ル キ ャ リ ア 管 の 内 部 に 追 加 的 に 固 定 す る こ と に な る の で 、 極 め て 好 適 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ の 実 施 形 態 に よ る サ ン プ ル 管 は 、 サ ン プ ル 管 ２ の 下 側 部 分 を 閉 口 す る 終 端 部 １ ０ を
有 す る 。 さ ら に 、 こ の 管 は 、 ス ト ッ パ １ ３ ’ ま た は 「 キ ャ ッ プ 」 を 用 い て 上 端 部 が 閉 口 さ
れ て い る 。 こ の 場 合 、 本 願 出 願 人 か ら REMP CAPMAT96ま た は 単 体 キ ャ ッ プ と し て 提 供 さ れ
て い る キ ャ ッ プ が と り わ け 好 ま し い 。 こ の サ ン プ ル 管 ２ は 、 フ ィ ル ム １ ３ を 用 い て （ 例 え
ば 、 図 ３ ま た は 図 ４ を 参 照 ） 上 端 部 を 閉 口 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 商 標 名 REMP THERMO-SE
AL（ 登 録 商 標 ） と し て 頒 布 さ れ て い る 加 熱 可 能 な フ ィ ル ム を 用 い て 閉 口 す る こ と が 特 に 好
ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 に 係 る 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る サ ン プ ル 管 の 長 手 方 向 断 面 図 で あ る 。 図 １
に 示 す サ ン プ ル 管 ２ と 同 様 、 こ の 管 は 、 原 則 的 に 円 筒 形 状 と し て 構 成 さ れ 、 ほ ぼ 同 じ 機 能
を 有 す る 。 し か し 、 上 述 の 第 １ の 管 と は 異 な り 、 収 容 さ れ る サ ン プ ル キ ャ リ ア の 一 部 ６ を
押 し 切 る こ と が で き る ブ レ ー ド ７ が 上 端 部 に 設 け ら れ て い る 。 サ ン プ ル 管 ２ の 最 上 表 面 が
ブ レ ー ド ７ に よ り 原 則 的 に 縮 小 さ れ た 円 形 ラ イ ン を 形 成 し て い る の で 、 温 度 フ ィ ル ム １ ３
を 用 い る よ り 、 ス ト ッ パ １ ３ ’ を 用 い て 閉 口 す る こ と が こ こ で は よ り 好 適 で あ る （ 例 え ば
、 図 ５ を 参 照 さ れ た い ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 に 係 る 第 ３ の 実 施 形 態 に よ る サ ン プ ル 管 の 長 手 方 向 断 面 図 で あ る 。 図 １
に 示 す サ ン プ ル 管 ２ と 同 様 、 こ の 管 は 、 原 則 的 に 円 筒 形 状 と し て 構 成 さ れ 、 ほ ぼ 同 じ 機 能
を 有 す る 。 し か し 、 上 述 の 第 １ の 管 と は 異 な り 、 こ の 管 は 、 原 則 的 に 円 筒 形 状 の サ ン プ ル
管 ２ の ト ッ プ 部 で あ る ク ラ ン プ 本 体 部 ５ を 有 す る 。 こ の サ ン プ ル 管 ２ は 、 さ ら に 、 封 止 す
る た め に ト ッ プ 部 ５ と 一 体 に 嵌 合 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た ボ ト ム 部 ８ を 有 す る 。 サ ン プ ル
管 ２ の ボ ト ム 部 ８ の 上 部 に 、 収 容 す べ き サ ン プ ル キ ャ リ ア の 一 部 を 押 し 切 る た め ブ レ ー ド
７ が 設 け ら れ て い る 。 図 １ と 同 様 、 こ の サ ン プ ル 管 ２ は 、 同 様 に 上 部 で 閉 口 さ れ る 。 そ の
管 と は 異 な り 、 こ の サ ン プ ル 管 ２ は 、 フ ィ ル ム １ ３ を 用 い て 閉 口 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、
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商 標 名 REMP THERMO-SEAL（ 登 録 商 標 ） と し て 本 願 出 願 人 よ り 頒 布 さ れ て い る 加 熱 可 能 な フ
ィ ル ム を 用 い て 閉 口 す る こ と が 特 に 好 ま し い 。 サ ン プ ル 部 分 を 押 し 切 る 前 に す で に サ ン プ
ル 管 ２ を 閉 口 し て も よ い 。 例 え ば 、 血 液 Ｄ Ｎ Ａ サ ン プ ル の 場 合 、 押 し 切 り 処 理 の 最 中 、 血
液 の 滴 を 視 認 す る こ と が で き る の で 、 ク リ ア で 透 明 な フ ィ ル ム で あ る REMP CLEAR THERMO-
SEAL（ 登 録 商 標 ） が 特 に 好 ま し い 。 サ ン プ ル キ ャ リ ア を 押 し 切 り 、 挟 持 し た 後 に 初 め て サ
ン プ ル 管 を 閉 口 す る 場 合 に は 、 サ ン プ ル 処 理 中 、 フ ィ ル ム を ピ ペ ッ ト の 針 で 穿 孔 す る か 否
か 、 あ る い は こ の 処 理 の た め に フ ィ ル ム を 取 り 除 く 必 要 が あ る か 否 か に 依 存 し て 、 REMP P
IERCABLE THERMO-SEAL（ 登 録 商 標 ） ま た は REMP REMOVABLE THERMO-SEAL（ 登 録 商 標 ） な ど
の 他 の フ ィ ル ム を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 に 係 る 第 ４ の 実 施 形 態 に よ る サ ン プ ル 管 の 長 手 方 向 断 面 図 で あ る 。 図 １
に 示 す サ ン プ ル 管 ２ と 同 様 、 こ の 管 は 、 原 則 的 に 円 筒 形 状 と し て 構 成 さ れ 、 ほ ぼ 同 じ 機 能
を 有 す る 。 し か し 、 上 述 の 第 １ の 管 と は 異 な り 、 こ の 管 は 、 底 部 に 終 端 部 １ ０ を 有 し て お
ら ず 、 底 部 に お い て 開 口 し て い る 。 こ の 実 施 形 態 は 、 洗 浄 溶 液 を 簡 単 に 洗 い 流 せ る と い う
点 に お い て 利 点 が あ る 。 た だ し 、 隣 接 す る サ ン プ ル が 汚 染 さ れ な い よ う に 配 慮 さ れ な け れ
ば な ら な い 。 フ ィ ル ム １ ３ が 、 こ の 第 ４ の 実 施 形 態 に お い て 針 に よ り 穿 孔 さ れ 、 再 度 自 己
封 止 す る も の と し て 構 成 さ れ た 場 合 、 フ ィ ル ム １ ３ が 下 側 終 端 部 を 構 成 す る よ う に 、 洗 浄
後 ま た は 洗 浄 中 、 こ の 管 を 反 転 し て も よ い 。 さ ら に 、 反 転 さ せ た 管 を 、 そ の 際 に は 上 端 部
に お い て フ ィ ル ム １ ３ ま た は ス ト ッ パ １ ３ ’ を 用 い て 閉 口 し て も よ い 。 こ の 実 施 形 態 に お
い て 、 サ ン プ ル 部 分 ６ が サ ン プ ル 管 ２ 内 に 確 実 に 固 定 さ れ る 、 す な わ ち 挟 持 さ れ 、 保 持 さ
れ る こ と が 最 も 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 に 係 る 第 ５ の 実 施 形 態 に よ る サ ン プ ル 管 の 長 手 方 向 断 面 図 で あ る 。 図 ２
に 示 す サ ン プ ル 管 ２ と 同 様 、 こ の 管 は 、 原 則 的 に 円 筒 形 状 と し て 構 成 さ れ 、 ほ ぼ 同 じ 機 能
を 有 す る 。 こ の 管 も 同 様 に 、 収 容 す べ き サ ン プ ル キ ャ リ ア の 部 分 ６ を 押 し 切 る こ と が 可 能
な ブ レ ー ド ７ を そ の 上 側 部 に 有 す る 。 サ ン プ ル 管 ２ の 最 上 表 面 が ブ レ ー ド ７ に よ り 原 則 的
に 縮 小 さ れ た 円 形 ラ イ ン を 形 成 し て い る の で 、 温 度 フ ィ ル ム １ ３ を 用 い る よ り 、 ス ト ッ パ
１ ３ ’ を 用 い て 閉 口 す る こ と が こ こ で は よ り 好 適 で あ る 。 し か し 、 図 ２ の 管 と は 異 な り 、
こ の 管 は 、 中 央 部 に 出 口 キ ャ ピ ラ リ １ １ を 有 す る 、 底 部 に 設 け た 下 側 終 端 部 １ ０ を 備 え る
。 管 に 遠 心 力 を 与 え る か 、 ト ッ プ 部 に 過 剰 な 圧 力 を 加 え る か 、 あ る い は ボ ト ム 部 に 部 分 的
な 真 空 を 引 く こ と が な け れ ば 、 液 体 は 自 発 的 に は キ ャ ピ ラ リ か ら 出 な い よ う に 、 こ の キ ャ
ピ ラ リ の 直 径 お よ び 長 さ は 設 定 さ れ る 。 す な わ ち 、 例 え ば 洗 浄 液 を 上 か ら 管 内 に 注 入 し て
、 再 び 上 か ら 排 出 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 液 体 を キ ャ ピ ラ リ か ら 取 り 出 す 必 要 が あ る
場 合 、 上 述 の 手 段 の １ つ を 用 い て 、 サ ン プ ル 管 ２ を 空 に す る こ と が で き る 。 隣 接 す る サ ン
プ ル を 汚 染 さ せ る 危 険 を 排 除 す る た め に 、 こ の 管 は 、 周 辺 滴 バ リ ア １ ２ を 追 加 的 に 有 す る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 に 係 る 第 ６ の 実 施 形 態 に よ る サ ン プ ル 管 の 長 手 方 向 断 面 図 で あ る 。 図 ３
に 示 す サ ン プ ル 管 ２ と 同 様 、 こ の 管 は 、 原 則 的 に 円 筒 形 状 と し て 構 成 さ れ 、 ほ ぼ 同 じ 機 能
を 有 す る 。 こ の 管 も ま た 、 原 則 的 に 円 筒 形 状 の サ ン プ ル 管 ２ の ト ッ プ 部 で あ る ク ラ ン プ 本
体 部 ５ を 有 す る 。 こ の サ ン プ ル 管 ２ は 、 さ ら に 、 封 止 す る た め に ト ッ プ 部 ５ と 一 体 に 嵌 合
さ れ る よ う に 構 成 さ れ た ボ ト ム 部 ８ を 有 す る 。 封 止 す る た め に サ ン プ ル 管 ２ の 特 定 の 他 の
部 分 に 挿 入 す る よ う な ス リ ー ブ ９ を 底 部 に 設 け た ト ッ プ 部 が と り わ け 好 適 で あ る 。 ト ッ プ
部 ５ は 、 受 容 す べ き サ ン プ ル キ ャ リ ア の 部 分 を 押 し 切 る た め の ブ レ ー ド ７ を そ の 底 部 に 有
す る 。 サ ン プ ル 管 ２ の ボ ト ム 部 ８ は 、 こ の 部 分 ６ を 収 容 す る た め の シ ョ ル ダ 部 ４ を そ の 上
側 部 に 有 す る 。 図 ３ に 示 す 管 と 同 様 、 こ の サ ン プ ル 管 ２ は 、 同 様 に フ ィ ル ム １ ３ を 用 い て
そ の 上 部 を 閉 口 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ７ は 、 サ ン プ ル 部 分 を 押 し 切 る た め の サ ン プ ル 管 の ２ つ の 部 品 の 構 造 の 垂 直 断 面 図 を
示 す 。 図 示 さ れ た サ ン プ ル 管 ２ は 、 第 ６ の 実 施 形 態 （ 図 ６ ） に 対 応 し 、 ト ッ プ 部 ５ は 、 RE
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MP CLEAR THERMO-SEAL（ 登 録 商 標 ） と い う ク リ ア で 透 明 な フ ィ ル ム １ ３ を 用 い て 閉 口 す る
こ と が 好 ま し い 。 サ ン プ ル の 囲 い 込 み に 関 す る ３ つ の 必 須 の ス テ ッ プ を 図 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ７ Ａ に お い て 、 Ｄ Ｎ Ａ サ ン プ ル が サ ン プ ル 管 の 軸 上 に 事 実 上 配 置 さ れ る よ う に 、 サ ン
プ ル キ ャ リ ア が ホ ル ダ １ ９ に よ り 支 持 さ れ た サ ン プ ル 管 ２ の ボ ト ム 部 ８ の 上 に 載 置 さ れ る
。 こ れ に 対 応 す る ト ッ プ ５ は 、 そ の 軸 が ボ ト ム 部 ８ の 軸 と 一 致 す る よ う に 配 置 さ れ る 。 こ
の 処 理 を 簡 便 に 追 跡 し 、 モ ニ タ す る た め に 、 ト ッ プ 部 ５ を 案 内 す る た め に 用 い ら れ る ツ ー
ル ２ ０ が 透 明 な も の と し て 構 成 さ れ る か 、 少 な く と も サ ン プ ル 管 ２ の 領 域 に お い て 透 明 部
分 （ 図 示 せ ず ） を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ７ Ｂ に お い て 、 サ ン プ ル 管 ２ の ト ッ プ 部 ５ は 、 ツ ー ル ２ ０ を 用 い て 下 降 す る 。 こ の ツ
ー ル は 、 手 作 業 ま た は ロ ボ ッ ト 操 作 に よ り 移 動 さ せ て も よ い 。 ト ッ プ 部 ５ の 下 端 部 に あ る
ブ レ ー ド ７ は 、 サ ン プ ル キ ャ リ ア の 余 分 な 部 分 を 切 り 落 と し 、 サ ン プ ル 部 分 が サ ン プ ル キ
ャ リ ア か ら 押 し 切 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ７ Ｃ に お い て 、 切 り 落 と さ れ た サ ン プ ル 部 分 は 、 ト ッ プ 部 が さ ら に 下 降 す る こ と に よ
り ボ ト ム 部 ８ の シ ョ ル ダ 部 ４ の 上 に 挟 持 さ れ る 。 さ ら に サ ン プ ル 管 の ２ つ の 部 分 が 一 体 に
接 合 さ れ て 、 封 止 が 実 現 さ れ る 。 こ れ が 未 だ 生 じ な い 場 合 、 フ ィ ル ム １ ３ ま た は ス ト ッ パ
１ ３ ’ を 用 い て 、 各 サ ン プ ル 管 を 個 々 に 閉 口 し て も よ い 。 そ の 後 、 こ の 管 を ラ ッ ク １ 内 に
挿 入 し て も よ い （ 図 ８ を 参 照 さ れ た い ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ト ッ プ 部 を 下 降 さ せ る 代 わ り に 、 あ る い は こ れ に 組 み 合 わ せ て 、 サ ン プ ル 管 ２ の ボ ト ム
部 ８ を 上 昇 さ せ て も よ い 。 ボ ト ム 部 ８ を 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 サ ン プ ル 管 ２ の ２ つ の 部
分 ５ ， ８ の 向 き を 実 現 し て も よ い （ 共 に 図 示 せ ず ） 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ８ は 、 先 行 技 術 （ 米 国 特 許 第 ６ ， ８ ２ ７ ， ９ ０ ７ 号 の 図 １ を 参 照 さ れ た い ） に よ る ラ
ッ ク お よ び サ ン プ ル 管 の 再 構 成 し た ３ 次 元 の 図 で あ る 。 Ｓ Ｐ Ｓ フ ッ ト プ リ ン ト を 有 す る こ
う し た 複 数 の ラ ッ ク １ を 有 す る シ ス テ ム が 米 国 特 許 第 ６ ， ８ ２ ７ ， ９ ０ ７ 号 で 知 ら れ て い
る 。 こ れ ら の ラ ッ ク １ は 、 標 準 的 な マ イ ク ロ プ レ ー ト に 基 づ き 、 数 多 く の 、 例 え ば ９ ６ 個
、 ３ ８ ４ 個 、 ま た は １ ５ ３ ６ 個 の 独 立 し た 容 器 キ ャ ビ テ ィ ３ を 有 し 、 そ の そ れ ぞ れ に サ ン
プ ル 管 ２ が 個 別 に 配 置 さ れ る 。 こ う し て 、 数 多 く の サ ン プ ル 管 ２ を こ れ ら の ラ ッ ク と 共 に
ロ ボ ッ ト 操 作 に よ り 搬 送 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の 搬 送 は 、 好 適 に は マ イ ク ロ プ レ ー ト
ハ ン ド ラ を 用 い て 実 施 さ れ る 。 こ の サ ン プ ル 管 ２ を 用 い て 、 核 酸 を 含 む 複 数 の サ ン プ ル を
個 別 に 保 管 し 、 提 供 す る と と も に 、 一 方 の ラ ッ ク １ か ら 他 方 の ラ ッ ク に ロ ボ ッ ト 操 作 に よ
り 搬 送 す る こ と が で き る 。 米 国 特 許 第 ６ ， ８ ２ ７ ， ９ ０ ７ 号 で 知 ら れ た 任 意 の サ ン プ ル 管
２ だ け で な く 、 本 発 明 に 係 る サ ン プ ル 管 ２ の そ れ ぞ れ を こ う し た ラ ッ ク １ に 挿 入 し て 、 一
方 の ラ ッ ク か ら 他 方 の ラ ッ ク に ロ ボ ッ ト 操 作 に よ り 搬 送 し て も よ い 。 こ の シ ス テ ム で 用 い
ら れ る 本 発 明 に 係 る サ ン プ ル 管 ２ の そ れ ぞ れ は 、 独 立 し た Ｄ Ｎ Ａ サ ン プ ル を 含 む サ ン プ ル
キ ャ リ ア の 単 一 部 分 を 収 容 す る た め の 内 側 シ ョ ル ダ 部 ４ と 、 こ れ を 挟 持 す る ク ラ ン プ 本 体
部 ５ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ う し た シ ス テ ム 内 で ラ ッ ク １ と 共 に 使 用 す る た め に 、 各 サ ン プ ル 管 ２ は 、 好 適 に は 、
間 仕 切 り 壁 １ ６ の 突 起 部 １ ５ 上 に サ ン プ ル 管 ２ を 配 置 す る た め に 用 い ら れ る 、 ２ つ の 平 行
リ ブ １ ４ を 外 側 周 辺 部 に 有 し 、 こ の 間 仕 切 り 壁 は 、 ス ナ ッ プ 嵌 合 す る こ と に よ り 、 ラ ッ ク
１ の 容 器 キ ャ ビ テ ィ ３ と 他 の も の を 区 分 け す る も の で あ る 。 簡 便 な シ ス テ ム は 、 た だ １ つ
の ラ ッ ク を 収 容 す る が 、 好 適 な シ ス テ ム は 、 一 方 を 他 方 の 上 方 に 配 置 し た 少 な く と も ２ つ
の ラ ッ ク １ と 、 上 方 ラ ッ ク １ か ら 複 数 の サ ン プ ル 管 ２ を 対 応 し て 配 置 さ れ た 下 方 ラ ッ ク の
容 器 キ ャ ビ テ ィ ３ 内 へ 押 し 込 む た め の 少 な く と も １ つ の マ ニ ュ ピ レ ー タ １ ７ と を 有 す る 。
択 一 的 に は 、 こ う し た 好 適 な シ ス テ ム は 、 一 方 を 他 方 の 上 方 に 配 置 し た 少 な く と も ２ つ の
ラ ッ ク １ と 、 下 方 ラ ッ ク １ か ら 複 数 の サ ン プ ル 管 ２ を 対 応 し て 配 置 さ れ た 上 方 ラ ッ ク １ の
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容 器 キ ャ ビ テ ィ ３ 内 へ 押 し 上 げ る た め の 少 な く と も １ つ の マ ニ ュ ピ レ ー タ １ ７ と を 有 す る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 先 行 技 術 に よ る 管 お よ び 本 発 明 に 係 る サ ン プ ル 管 ２ は 、 同 一 ま た は 異 な る ス テ ー シ ョ ン
で 、 一 方 を 他 方 の 上 方 に 配 置 し た ３ 平 面 に あ る ラ ッ ク を 用 い た こ れ ら の シ ス テ ム の 中 で 用
い る こ と が で き る 。 こ の と き 、 サ ン プ ル 管 ２ は 、 最 上 ラ ッ ク １ か ら 中 間 ラ ッ ク １ に 押 し 込
ま れ 、 こ れ と 同 時 ま た は そ の 後 引 き 続 い て 、 サ ン プ ル 管 ２ は 、 最 下 ラ ッ ク １ か ら 中 間 ラ ッ
ク １ に 押 し 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ れ ら の す べ て の シ ス テ ム は 、 ２ つ ま た は そ れ 以 上 の サ ン プ ル 管 ２ を 同 時 に 押 し 込 む よ
う に 構 成 さ れ た マ ニ ュ ピ レ ー タ １ ７ を 備 え て い る 。 す な わ ち 、 例 え ば 一 行 ま た は 一 列 の サ
ン プ ル 管 全 体 を 一 方 の ラ ッ ク か ら 他 方 の ラ ッ ク へ 同 時 に 搬 送 す る こ と が で き る 。 択 一 的 な
マ ニ ュ ピ レ ー タ は 、 ラ ッ ク １ か ら サ ン プ ル 管 を 引 き 出 す よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ラ ッ ク １ は 、 Ｓ Ｐ Ｓ フ ッ ト プ リ ン ト を 有 し 、 ラ ッ ク １ を 常 に 特 定 す る こ と が で き る よ う
に 識 別 表 示 １ ８ を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 こ う し た 識 別 表 示 １ ８ は 、 バ ー コ ー ド 、 無 線 Ｉ
Ｄ タ グ 、 す な わ ち 赤 外 線 タ グ 、 ま た は そ の 両 方 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 記 録 さ れ た 情 報
量 が バ ー コ ー ド に 比 し て は る か に 大 き い の で 、 特 に 無 線 Ｉ Ｄ タ グ が と り わ け 好 ま し い 。 さ
ら に 、 バ ー コ ー ド と は 異 な り 、 無 線 Ｉ Ｄ タ グ か ら 情 報 を 読 み 取 る た め に 、 直 接 的 に 視 覚 的
に 接 触 さ せ る 必 要 が な い 。 す で に 処 理 さ れ た サ ン プ ル の 処 理 内 容 を 無 線 Ｉ Ｄ タ グ に 追 加 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ９ は 、 本 発 明 に 係 る サ ン プ ル 管 を 用 い て 、 一 方 の ラ ッ ク か ら 他 方 の ラ ッ ク に 搬 送 す る
た め の シ ス テ ム に 係 る 少 な く と も ２ つ の ラ ッ ク の 構 造 の 垂 直 断 面 図 で あ る 。 本 発 明 に 係 る
各 サ ン プ ル 管 ２ は 、 好 適 に は 、 間 仕 切 り 壁 １ ６ の 突 起 部 １ ５ 上 に サ ン プ ル 管 ２ を 配 置 す る
た め に 用 い ら れ る 、 ２ つ の 平 行 リ ブ １ ４ を 外 側 周 辺 部 に 有 し 、 こ の 間 仕 切 り 壁 は 、 ス ナ ッ
プ 嵌 合 す る こ と に よ り 、 ラ ッ ク １ の 容 器 キ ャ ビ テ ィ ３ と 他 の も の を 区 分 け す る も の で あ る
。 こ れ ら の リ ブ １ ４ は 、 同 様 に 図 １ ～ 図 ７ に 図 示 さ れ て い る 。 択 一 的 に は 、 各 サ ン プ ル 管
２ は 、 水 平 方 向 に 延 び る 凹 部 を 有 し 、 ラ ッ ク １ の 容 器 キ ャ ビ テ ィ ３ を 互 い に 区 分 け す る 間
仕 切 り 壁 １ ６ の 対 応 す る 突 起 部 １ ５ が ス ナ ッ プ 嵌 合 す る こ と に よ り 係 合 す る こ と が で き る
。 こ う し た 凹 部 は 、 サ ン プ ル 管 ２ の ト ッ プ 部 ５ の ス リ ー ブ と 、 ボ ト ム 部 の 周 辺 部 に あ る シ
ョ ル ダ 部 と の 間 に 図 示 さ れ た 第 ６ の 実 施 形 態 で 得 ら れ る （ 図 ６ お よ び 図 ７ を 参 照 さ れ た い
） 。 さ ら に 、 一 体 も の と し て 構 成 さ れ る か （ 図 １ 、 図 ２ 、 図 ４ 、 図 ５ ） 、 ２ つ の 部 品 で 構
成 さ れ る か に よ ら ず （ 図 ３ 、 図 ６ 、 図 ７ ） 、 こ う し た 水 平 方 向 の 凹 部 は 、 本 発 明 に 係 る サ
ン プ ル 管 ２ の ほ と ん ど の 任 意 の 部 位 に 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ラ ッ ク １ の キ ャ ビ テ ィ ３ に 所 定 の 高 さ に ス ナ ッ プ 嵌 合 す る こ と に よ り サ ン プ ル 管 ２ を 配
置 す る た め の さ ら な る 択 一 例 に よ れ ば 、 サ ン プ ル 管 ２ の 突 起 部 が 間 仕 切 り 壁 （ 図 示 せ ず ）
の 凹 部 に 係 合 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 原 則 的 に 垂 直 方 向 に 移 動 可 能 な マ ニ ュ ピ レ ー タ １ ７ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 サ ン プ ル 管
２ を ３ つ の ラ ッ ク １ の 内 の 最 も 上 方 に あ る ラ ッ ク か ら 中 間 に あ る ラ ッ ク へ 押 し 込 む 。 こ れ
と 同 時 に 、 原 則 的 に 垂 直 方 向 に 移 動 可 能 な マ ニ ュ ピ レ ー タ １ ７ は 、 サ ン プ ル 管 ２ を ３ つ の
ラ ッ ク １ の 内 の 最 も 下 方 に あ る ラ ッ ク か ら 中 間 に あ る ラ ッ ク へ 押 し 込 む 。 こ れ は 以 下 の 理
由 に よ り 可 能 で あ る 。 す な わ ち 、 好 適 に も 同 一 に 構 成 さ れ た ３ つ す べ て の 区 画 に は 、 上 お
よ び 下 か ら 同 様 に 出 し 入 れ 可 能 で あ り 、 Ｓ Ｐ Ｓ フ ッ ト プ リ ン ト を 有 す る ラ ッ ク １ の 個 々 の
容 器 キ ャ ビ テ ィ 内 に 配 置 さ れ た 複 数 の サ ン プ ル 管 を 有 す る シ ス テ ム の 中 で 、 一 方 の ラ ッ ク
１ を 他 方 ラ ッ ク の 上 方 に 配 置 す る こ と が で き る た め で あ る 。 ま た 、 こ れ ら の ラ ッ ク １ は 、
複 数 の キ ャ ビ テ ィ ３ の １ つ が 他 方 の 上 方 に 位 置 合 わ せ さ れ る よ う に 、 核 酸 を 含 む 複 数 の サ
ン プ ル を 個 別 に 保 管 し 、 提 供 す る た め に 、 同 時 に ロ ボ ッ ト 操 作 に よ り 搬 送 で き る 。 例 え ば
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、 ス テ ー ジ 上 で 起 こ り 得 る が 、 サ ン プ ル 管 ２ の 搬 送 中 に 、 複 数 の ラ ッ ク １ の 内 の １ つ （ 例
え ば 中 間 ラ ッ ク ） が 移 動 し た 場 合 、 各 サ ン プ ル 管 は 、 最 上 ラ ッ ク １ ま た は 最 下 ラ ッ ク １ か
ら 、 中 間 ラ ッ ク １ の 任 意 の キ ャ ビ テ ィ 位 置 に （ 占 有 さ れ て い な い 場 合 ） 押 し 込 む こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 一 方 を 他 方 の 上 に 配 置 し た ２ つ の み の ラ ッ ク １ を 備 え た シ ス テ ム に お い て 、 当 然 に 、 マ
ニ ュ ピ レ ー タ １ ７ は 、 上 方 ま た は 下 方 か ら 、 あ る い は 上 下 方 か ら 用 い る こ と が で き る （ 図
示 せ ず ） 。 さ ら に 、 識 別 表 示 １ ８ の 取 り 付 け 位 置 は 、 図 示 さ れ る 位 置 と は 異 な っ て い て も
よ い 。 す な わ ち 無 線 タ グ は 、 例 え ば 、 マ イ ク ロ プ レ ー ト 操 作 ロ ボ ッ ト に よ り 破 損 さ れ な い
位 置 で あ る ラ ッ ク １ の 内 部 に 固 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る サ ン プ ル 管 ２ に 関 し て 図 示 お よ び ／ ま た は 説 明 さ れ た 特 徴 の 組 み 合 わ せ の
中 で 当 業 者 に と っ て 自 明 で あ る も の は 、 そ れ ぞ れ の 特 徴 の 組 み 合 わ せ が 各 事 例 で 明 示 的 に
開 示 さ れ な く て も 、 本 発 明 の 範 疇 に 入 る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 第 １ の 実 施 形 態 に よ る サ ン プ ル 管 の 長 手 方 向 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る サ ン プ ル 管 の 長 手 方 向 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 第 ３ の 実 施 形 態 に よ る サ ン プ ル 管 の 長 手 方 向 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 第 ４ の 実 施 形 態 に よ る サ ン プ ル 管 の 長 手 方 向 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 第 ５ の 実 施 形 態 に よ る サ ン プ ル 管 の 長 手 方 向 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 第 ６ の 実 施 形 態 に よ る サ ン プ ル 管 の 長 手 方 向 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ Ａ 】 サ ン プ ル 部 分 を 押 し 切 る （ stamp out） た め の サ ン プ ル 管 の ２ つ の 部 品 の 構 造
の 垂 直 断 面 図 で あ っ て 、 ホ ル ダ に よ り 支 持 さ れ た サ ン プ ル 管 の ボ ト ム 部 の 上 に サ ン プ ル キ
ャ リ ア を 配 置 す る 様 子 を 示 す 。
【 図 ７ Ｂ 】 サ ン プ ル 部 分 を 押 し 切 る た め の サ ン プ ル 管 の ２ つ の 部 品 の 構 造 の 垂 直 断 面 図 で
あ っ て 、 サ ン プ ル 管 の ア ッ パ 部 の ブ レ ー ド （ 刃 ） を 用 い て 、 サ ン プ ル 部 分 を 押 し 切 る 様 子
を 示 す 。
【 図 ７ Ｃ 】 サ ン プ ル 部 分 を 押 し 切 る た め の サ ン プ ル 管 の ２ つ の 部 品 の 構 造 の 垂 直 断 面 図 で
あ っ て 、 封 止 す る た め に 、 サ ン プ ル 部 分 を 挟 み 込 み 、 サ ン プ ル 管 の ２ つ の 部 分 を ア セ ン ブ
リ す る 様 子 を 示 す 。
【 図 ８ 】 先 行 技 術 （ 米 国 特 許 第 ６ ， ８ ２ ７ ， ９ ０ ７ 号 の 図 １ を 参 照 さ れ た い ） に よ る ラ ッ
ク お よ び サ ン プ ル 管 の 再 構 成 し た ３ 次 元 の 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に 係 る サ ン プ ル 管 を 用 い て 、 一 方 の ラ ッ ク か ら 他 方 の ラ ッ ク に 搬 送 す る た
め の シ ス テ ム に 係 る 少 な く と も ２ つ の ラ ッ ク の 構 造 の 垂 直 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
１ 　 ラ ッ ク
２ 　 サ ン プ ル 管
３ 　 容 器 キ ャ ビ テ ィ
４ 　 内 側 シ ョ ル ダ 部
５ 　 ク ラ ン プ 本 体 部 、 ト ッ プ 部
６ 　 Ｄ Ｎ Ａ サ ン プ ル を 含 む 部 分
７ 　 ブ レ ー ド
８ 　 ボ ト ム 部
９ 　 ス リ ー ブ
１ ０ 　 下 側 終 端 部
１ １ 　 出 口 キ ャ ピ ラ リ
１ ２ 　 周 辺 滴 バ リ ア
１ ３ 　 フ ィ ル ム
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１ ３ ’ 　 ス ト ッ パ
１ ４ 　 平 行 リ ブ
１ ５ 　 突 起 部
１ ６ 　 間 仕 切 り 壁
１ ７ 　 マ ニ ュ ピ レ ー タ
１ ８ 　 識 別 表 示
１ ９ 　 ホ ル ダ
２ ０ 　 ツ ー ル

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(13) JP 2007-171169 A 2007.7.5



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ Ａ 】 【 図 ７ Ｂ 】

【 図 ７ Ｃ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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